
経務論叢
第七十七巻普ニ罪

目木経済の原状と今後の経済政策

堀田圧三(1)

ケイ γ ズの 4 般理論についてく下)

ー柴田 敬 (33)

地方自治の歴史的性格とその木質

森藤博 (50)

〔昭和三十一年二月〕

束郡太事経持号曾



地
方
自
治
目
屡
且
的
特
椅
と
そ
の
本
質

第
七
十
七
巻

/ミ、
戸、

第

強

五
O 

地
方
自
治
の
歴
史
的
性
格

t
そ
の
本
質

l
l
地

方

財

政

論

の

基

礎

概

念

1li
粛

藤

博

ー、

tま

し

1J:;; 

き

わ
れ
わ
れ
が
園
家
財
政
を
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
中
軸
に
園
家
の
本
質
、
役
割
を
明
確
に
位
置
づ
け
吾
こ
と
た
く
し
て

は
、
科
事
的
な
分
析
は
不
可
能
で
あ
る
。
園
家
財
政
と
は
、
岡
家
権
力
み
づ
か

b
が
執
訂
す
る
経
済
、
あ
る
い
は
園
家
自
身

ω経
掛
酌

運
動
法
則
の
展
開
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
い
ま
地
方
財
政
論
を
わ
れ
わ
れ
が
展
開
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
地
方
財
政
は
園
家
財
政
の
一
構

成
部
分
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

b
、
地
方
自
治
関
が
閣
家
権
力
と
ど
ん
な
闘
係
世
も
っ
て
い
る
か
、
地
方
自
治
白
木
質
と

役
割
を
一
位
曾
科
開
字
的
に
把
握
す
る
己
と
が
、
大
切
訟
と
と
に
た
っ
て
く
る
。

と
こ
ろ
が
、
従
来
地
芳
閏
治
の
研
境
は
、
行
政
事
者
の
問
て
は
相
営
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
行
政
事
的
硯
鮪
か

b
の
理
念
的
湾

察
か
、
あ
る
い
は
制
度
上
の
研
究
に
終
っ
て
い
る
の
が
大
部
分
て
あ
る
。
だ
か
ら
、
地
方
自
治
の
も
っ
て
い
る
権
力
的
性
格
と
か
、
経

済
的
基
礎
と
の
連
闘
な
ど
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。

ヲ
て
己
ゼ
、
私
が
こ
れ
か
ら
地
方
財
政
の
基
礎
概
念
と
し
て
の
地
方
自
治
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
と
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
主
張
さ
れ



て
空
た
地
方
自
治
白
概
念
を
、

一
際
簡
単
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

「
中
央
集
権
、
と
地
方
介
権
と
の
一
基
本
的
封

「
中
央
集
権
と
地
方
分
模
と
を
い
か
に
調
整
ナ
.
へ
き
か
と
い
う
問

題
は
、
畢
寛
、
地
方
圏
績
が
い
か
な
る
範
園
の
自
主
的
権
限
を
有
し
、
同
時
に
園
家
が
己
れ
に
劃
し
て
い
か
な
る
程
度
む
統
制
を
主
礁

で
き
る

h
L
と
加
う
こ
と
に
間
着
す
る
白
て
あ
る
。
モ
う
し
亡
現
代
に
お
い
て
は
、
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方
泊h

b 「
地
方
自
治
と
中
央
統
制
の
問
題
は
、
中
央
と
地

方
と
の
新
ら
し
い
行
政
関
係
に
沿
け
る
合
理
化
・
調
整
・
再
編
成
と
い
う
問
題
に
外
在
ら
」
ず
、
「
中
央
統
制
の
問
題
士
中
夫
と
地
方

と
の
聞
の
協
力
関
係
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
」
が
主
張
さ
れ
る
の
て
あ
る
。
だ
が
、
安
本
の
濁
占
と
集
中
の
法
則
に
稔
扇
し
て
い
る
中

央
集
権
白
も
と
で
、
中
央
と
地
方
心
行
政
権
力
の
合
理
的
分
捨
あ
る
い
は
雨
者
の
調
整
が
可
能
だ
ろ
う
か
。
ま
た
中
央
集
機
か
ら
調
立

し
て
、
地
方
自
治
て
も
っ
て
、
地
方
住
民
の
要
求
が
解
決
し
う
る
よ
う
に
考
え
る
プ
ロ
ず
イ
ン
シ
ャ
リ
ズ
ム
は
王
し
い
も
の
と
い
え
る

だ
ろ
う
か
。

第
二
に
、
近
代
的
地
方
自
治
を
時
代
錯
誤
的
に
稀
賛
し
た
り
、
ま
た
永
久
一
小
援
の
も
の
す
る
考
え
方
、
つ
ま
り
地
方
自
治
を
非
歴
史

的
に
つ
か
ま
え
る
考
え
方
が
あ
る
。
こ
む
よ
う
左
考
え
方
は
、
資
本
主
義
確
立
期
に
プ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
|
心
要
求
と
し

τ、
彼
ら
の
経
済

的
基
礎
白
上
に
つ
く
ら
れ
た
近
代
的
地
方
自
治
か
ら
、
モ
の
歴
史
的
具
樟
的
内
容
を
ぬ
き
さ
づ
て
、
地
方
自
治
を
一
般
的
抽
象
的
理
念

て
あ
る
か
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
、
地
方
自
治
は
つ
ね
に
善
で
あ
り
、
民
主
主
義
で
あ
る
か
心
よ
う
に
さ
け
ば
れ
る
む
で
あ
る
o

職
後
の

託
代
的
地
方
自
治
が
理
念
的
に
さ
け
ば
れ
(
シ
ヤ
ウ
プ
糊
告
が
そ
の
典
型
〕
、

従
来
の
官
治
的
中
央
集
権
の
反
動
と
し
て
、

わ
が
園
て
、

圏
民
の
統
一
と
姿
本
の
集
中
、
担
制
占
化
を
お
お
い
か
く

F
手
段
に
つ
か
わ
れ
た
こ
と
は
、
と
の
考
え
方
白
木
質
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
地
方
自
治
の
歴
史
的
性
格
と
い
う
も
の
は
、
近
代
的
地
方
自
治
の
成
立
過
程
、
そ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
本
質
金

地
方
自
治
の
歴
史
的
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と
そ
の
本
質
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地
方
自
治
の
歴
史
的
性
格
と
そ
の
本
質
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分
析
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ

b
に
一
歩
進
め

τ、
資
本
主
義
権
力
に
敵
謝
し
て
い
る
プ
ロ

V

グ
リ

7
l
ト
と
地
方
自
治
躍
と
の
関
係
、

プ
ロ

ν
グ
リ
ア

l
ト
白
立
場
か
ら
中
央
集
権
と
地
方
自
治
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
等
々
主
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
り
一
モ
う
朋

ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
プ
ロ

V

グ
日
ア
地
方
自
治
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
グ
ル
ス
・
レ

l
ュ
ン
の
古
典

に
ふ
』
け
る
地
方
酉
治
論
か
ら
、
モ
白
根
本
問
題
に
ふ
れ
て
み
た
い
刊
と
思
う
。

以
上
要
す
る
に
、
私
が
本
稿
て
問
題

ιし
た
い
こ
と
は
、
方
に
み
た
よ
う
た
地
方
自
治
の
概
念
を
吐
舎
科
事
的
見
地
か

b
検
討
す
る

こ
と
に
よ
ヲ
亡
、
地
方
財
政
論
の
方
法
論
的
基
礎
を
か
た
め
る
己
と
で
あ
る
。

(3) (1)註

ω(2) 

辻
清
明
「
日
本
官
僚
制
の
研
究
」
弘
主
堂
、
一
三
七
1
八
頁
。

河
中
ニ
辞
「
地
方
園
睡
に
封
ず
る
中
央
の
医
力
」
法
律
時
報
、
ニ
七
巷
七
境
、
四
ニ
頁
.

二
、
近
代
的
地
方
自
治
の
成
立
と
そ
の
本
質

歴
史
的
に
み
る
と
、
近
代
的
地
方
自
治
は
資
本
主
義
勃
興
期
に
ゐ
け
る
新
興
プ
ル
ジ
ョ
ア
d
v
!
の
封
建
四
百
制
な
い
し
は
絶
叫
副
主
制
に

た
い
す
る
プ
ル

O
ョ
7
民
主
主
義
運
動
白
産
物
て
あ
る
。
経
済
的
編
成
か
ら
み
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
祉
舎
が
も
っ
と
も
共
型
的
に
護
展
し
た

イ
ギ
リ
ス
は
、
近
代
的
地
方
自
治
白
母
園
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
亡
、
イ
ギ
リ
ス
に
治
け
る
近
代
的
地
方
自
治
の
成
立
過
程

主
、
歴
史
的
・
理
論
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

τ、
近
代
的
地
方
自
治
の
本
質
、
意
義
と
限
度
も
端
的
に
析
出
し
う
る
の
て
は
な
か

ろ
う
か
。

絶
謝
主
義
模
カ
は
、
本
質
的
に
は
主
と
し
℃
封
建
的
土
地
所
有
者
階
級
に
依
存
し
て
い
る
D
て
あ
る
か

b
、

「
巨
大
な
官
僚
組
織
・
・
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h
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よ
ぴ
軍
隊
組
織
こ
れ
は
絶
封
王
制
の
時
代
に
封
建
制
度
の
崩
壊
に
さ
い
し
て
で
き
、
そ
の
滅
亡
を
は
や
め
る
の
に
ゃ
く
だ
っ
た
か

地
主
や
都
市
の
領
主
的
特
権
は
す
べ
て
閤
家
権
力

ω
ち
Z
う
ど
そ
れ
と
同
数
白
附
属
物
に
か
わ
り
、
封
建
的
な
高
位
高
官
は
有
給
白
官

吏
に
か
わ
り
、
敵
封
し
あ
う
中
世
的
絶
封
棒
カ
の
色
と
り
ど
り
な
は
り
あ
わ
せ
は
、
仕
事
が
エ
場
式
に
分
割
集
中
さ
れ
て
い
る
一
つ
の

園
家
権
力
の
、
き
ち
ん
と
し
た
計
査
に
か
わ
た
町
」
己
と
に
も
仏
ワ
て
も
、
地
方
、
領
地
、
都
市
、
勝
な
ど
に
は
、
地
方
的
な
特
殊
的
な
権

カ
が
の
己
つ

τ
い
た
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
い

τは
、
絶
樹
君
主
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
代
官
(
∞
Z
Z
R
)
が
、
財
政
、
治
安
b
z
び
軍
事
白
責
任
者
と
し

τ、

地
方
行
政
に
強
大
た
支
配
擢
を
も
っ
て
い
た
U

モ
の
後
一
回
世
相
に
な
る
と
、
地
主
や
そ
れ
に
む
す
び
ワ
〈
地
方
有
力
者
の
あ
い
だ
か

b
、
後
代
の
い
わ
ゆ
る
治
安
判
事
(
]
民

C
B
a
pぬ
司

2
2
)
が
地
方
支
配
白
前
面
に
あ

b
わ
れ

τき
て
、
シ
エ
り
7

白
地
位
は
次
第

に
衰
へ
て
き
た
。
治
安
判
事
は
園
主
に
よ
づ
て
任
命
さ
れ
、
そ
の
本
来
の
職
分
は
そ
の
名
の
一
市
ナ
ご
と
く
刑
事
裁
判
を
司
る
司
法
機
闘

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
た
く
封
建
制
の
崩
壊
過
程
に
生
ず
る
警
察
的
な
仕
事
干
、
費
本
の
本
源
的
蓄
積
に
と
も
た
う
種
々
な
任
務

も
か
ね
て
お
り
、
政
治
酌
支
配
機
構
の
そ
の
地
域
に

b
け
る
質
質
的
な
頂
黙
と
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
エ

F
ヲ

l
ド
三
世
の
在
位

中
に
出
さ
れ
た
勢
働
者
保
令

(mE己
虫
色
F
F
o
d
日
自
)
の
執
行
の
櫓
営
、
モ
の
傑
令
の
登
展
と
も
い
う
べ
き
救
貧
法
(
官
民
ピ
d
q
)

の
買
施
に
さ
い
し
て
は
、
そ
の
監
視
官
の
任
命
監
督
権
を
手
中
に
牧
め
、
マ
ル
ク
ス
の
云
う
「
流
血
立
法
」
の
苛
酷
た
執
行
者
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
も
治
安
判
事
に
た
る
資
格
範
囲
は
、
嘗
時
に
治
け
る
中
央
議
曾
を
構
成
す
る
代
議
員
の
選
出
母
閣
で
あ
る
地
主
・

郷
紳
階
級
と
同
じ
て
、
絶
封
王
制
の
中
央
、
地
方
に
沿
け
る
樫
力
基
盤
を
形
づ
く
っ
て
い
た
の
で
あ
る
u

他
方
、
特
権
商
人
は
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
政
策
の
も
と
に
そ
の
力
を
大
き
く
し
、
彼
b
の
根
接
地
で
あ
っ
た
都
市
は
徐
々
に
登
展
し

て
い
た
。
彼
b
は
園
王
か
ら
特
許
欣
を
え
て
さ
ま
ざ
ま
の
特
植
を
も
っ
て
治
り
、
ま
た
樹
立
の
選
奉
匡

ιし
て
議
曾
に
代
表
者
を
送
り

五=一

地
方
自
拍
の
睦
且
的
性
格
と
そ
の
本
質
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地
方
自
泊
白
隠
且
的
性
格
と
そ
の
本
質

第
七
十
中
h

巻

九

宝存

続

五
回

う
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
八
世
紀
に
治
け
る
地
方
行
政
の
中
心
は
治
安
判
事
と
数
曾
匡
ι

お
よ
び
都
市
圏
燈
と
に
あ
づ
た
の
で
あ
る
u

そ

し
て
こ
れ

b
を
頂
黙
と
す
る
地
方
的
な
特
殊
的
な
権
力
が
下
か
ら
の
資
本
主
義
化
を
さ
ま
た
げ
る
も
の
と
し
て
作
用
し
は
じ
め
て

b
H、

資
本
主
義
踊
班
長
の
播
い
千
た
る
新
興
プ
ル

3
ョ
ア
ジ

l
の
要
求
と
衝
突
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
b
は
絶
封
主
制
と
の
闘
争
の
強
化
の

中
て
、
い
わ
ゆ
る
近
代
的
地
方
酉
治
と
そ
の
財
政
の
確
立
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

ζ

の
よ
う
な
温
程
の
背
後
に
は
、
産
業
革
命
白
進
展
に
よ
る
新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
!
の
覇
権
獲
得
、
機
械
和
大
工
業
の
成
立
、
資
本

主
義
生
産
様
式
白
金
一
的
支
臨
の
確
立
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
す
志
わ
ち
、
孤
立
分
散
的
た
地
域
経
済
を
う
ち
h
T
ぷ
る
統
一
的
た
圏
内

市
場
の
形
成
は
、
す
で
に
絶
樹
王
制
の
下
て
の
本
源
的
蓄
積
過
程
と
し
て
規
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
段
階
て
の
統
一
酌
在
圏
内
市
場
は
、

地
方
的
な
特
殊
的
左
樺
力
主
残
存
さ
せ
て
い
る
以
上
、
資
本
に
た
い
す
る
勢
働
の
従
属
は
形
式
的
で
、
ま
た
一
生
産
部
門
か

b
他
心
生

産
部
門
へ
の
資
本
治
よ
び
持
働
の
自
由
な
移
動
、
自
由
競
手
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
っ
た
u

し
た
が
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
は
、
資
本

の
本
性
か

b
し
て
、
地
方
的
左
特
殊
的
擢
カ
を
一
掃
し
て
、
統
一
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
図
家
権
刀
の
確
立
を
要
求
す
る
の
で
あ
品
。
す
な

わ
ち
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
た
統
一
園
家
権
力
の
下
て
の
み
、
資
本
に
た
い
す
る
労
働
の
賢
質
的
従
属
、
資
本
間
の
自
由
た
競
争
、
ま
た
勢

働
白
山
元
九
宝
た
流
出
・
流
入
が
保
詮
さ
れ
る
よ
う
な
統
一
的
な
閣
内
市
場
も
完
成
さ
れ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
統
一
因
家
権
力

ω確
立
基
盤
て

あ
る
資
本
主
義
生
産
様
式
白
金
一
的
支
酷
が
も
た

b
さ
れ
る
白
て
あ
る
。
そ
う
し
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
世
曾

ω政
治
勢
力
と
し
て

の
地
位
と
支
配
を
う
ち
た
て
る
こ
と
が
て
き
る
り
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
治
け
る
一
八
一
一
一
一
年
の
議
曾
改
革
は
、
右
に
み
た
よ
う
な
経

済
的
基
礎
の
上
に
立
っ
た
新
興
プ
ル
詰
ョ

7
ジ
の
た
め
に
政
治
推
力
へ
の
門
戸
を
開
放
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
産
業
革
命
D
進
展
と
機
検
制
大
工
業
の
確
立
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
人
口
の
都
市
集
中
、
会
教
汚
物
の
激
増
、
貧
民
階
級
の



増
加
お
よ
び
犯
罪
の
瀕
裂
を
も
た
ら
し
た
。
園
込
運
動
て
耕
地
を
失
っ
た
農
民
、
機
械
に
塵
倒
さ
れ
た
手
工
業
者
、
賃
労
働
者
、
ァ
ィ

ル
ラ

Y
F
か
ら
の
移
住
民
が
、
裸
一
貫
e

て
無
数
に
流
れ
己
ん
だ
都
市
に
は
、
無
秩
序
と
、
放
蕩
と
、
犯
罪
と
、
各
種
の
疾
病
と
が
不
可

判
目
的
に
激
増
し
て
い
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
貧
民
は
都
市
白
社
舎
的
混
飢
の
中
に
密
集
し
て
い
た
が

b
、
偏
狭
な
孤
立
欣
態
に
お
か
れ
、

勢
働
者
階
級
と
し
て
の
圏
結
と
自
覚
を
快
い
ぜ
い
た
の
で
あ
る
。
貧
民
大
衆
の
己
の
上
う
た
欣
態
の
中
て
、
彼
ら
は
一
八
世
紀
末
葉
か

ら
各
都
市
て
機
械
破
産
運
動
を
お
こ
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
機
械
破
壊
圏
の
暴
動
は
、
営
時
支
配
慢
制
全
確
立
し
つ
つ
あ
ヲ
た
新
興
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ク
ー
に
と
っ
て
は
、
非
常
在
脅
威
と
感
ぜ

b
れ
た
D
ぞ
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
プ
ル
デ
ョ
ァ
。
ー
に
は
、
貧
民
問
題
解
決
が

都
市
割
策
に
と
っ
て
不
可
伎
な
も
の
と
た
り
、
古

b
に
、
資
本
主
義
登
展
に
と
も
な
う
土
主
事
業
、
教
育
、
保
健
、
衛
生
等
の
諸
活
動
、

園
内
市
場
。
撲
大
・
深
佑
白
た
め
に
必
要
な
交
通
網
整
備
な
ど
が
、
都
市
圏
憶
に
新
し
い
活
動
舞
台
主
あ
た
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が

b
、
営
時
の
奮
h
都
市
圏
躍
は
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
事
業
に
た
い
し
て
は
、
す
で
に
命
運
っ
き
た
も
の
と
な
っ
て
治
り
、

む
し
ろ
新
興
プ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
l
の
資
本
支
配
の
た
め
に
は
、
妨
害
物
と
た
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

一
八
三
一
一
年
の
議
合
改
革
の
結
果
一
大
政
治
勢
力
と
し
て
進
出
し
つ
つ
あ
っ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
要
求
は
、
=
一
四
年
の

改
正
教
貧
法
を
も
づ
て
す
る
改
豆
の
第
一
歩
と
し
て
始
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
救
貧
行
政
は
内
部
機
構
の
上
て
壷
一
化
さ
れ
る
と
同

時
に
申
央
か

b
の
巌
重
忠
統
制
を
う
け
る
上
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ふ
。
モ
白
翌
-
八
三
五
年
に
は
新
し
い
都
市
圏
開
法
(
冨

E
合同

の
。
与
。
E
罫》ロ

kr己
)
が
制
定
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
地
方
制
度
具
上
一
時
期
全
聾
す
る
と
い
わ
れ
る
工
う
な
根
本
的
危
鐸
草
が
く
わ
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
己
の
改
革
の
主
要
鮪
は
、
選
皐
擢
を
横
大
す
る
己
と
に
よ
っ
て
古
い
寡
頭
政
治
的
支
配
を
打
破
し
、
新
し
い
市
舎
の
組

織
治
上
ぴ
樫
限
を
整
備
し
て
、
資
本
主
義
的
諸
行
政
の
活
動
舞
台
が
あ
た
え
ら
れ
た
己
と
J

し
あ
加
。

さ
て
、
己
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
近
代
的
地
方
自
治
の
歴
史
的
後
展
は
、
わ
れ
わ
れ
に
決
の
と
と
を
教
え
る
ぞ
あ
ろ
う
。
プ
ル
ジ
ョ

地
方
自
拍
の
歴
且
的
性
格
と
そ
の
本
質

第
七
十
七
巻

一
九
三

第
三
留

五
ヰ



地
方
自
拍
の
毘
且
的
性
格
と
そ
の
本
質

7
酌
た
統
一
園
家
権
力
が
う
ち
た
て
ら
れ
る
過
程
は
、
資
本
の
人
格
的
表
現
で
あ
る
ブ
ル
ジ
ョ

7
0
1
の
支
配
が
全
一
的
に
確
立
す
る

己
と
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
近
代
資
本
主
義
一
耽
曾
に
割
腹
ナ
る
闘
家
形
態
が
、
統
一
的
左
中
央
集
権
園
出
酷
で
あ
る
こ
と
は
展
史
的
に
も
、

経
済
的
に
も
明
ら
か
ぜ
あ
る
。
し
か
し
な
が

b
、
こ
の
統
一
的
な
中
央
集
樺
図
家
は
、
封
建
制
度
に
樹
立
し
℃
吉
た
え
あ
げ

b
れ
た
絶

掛
王
制
時
代
の
軍
事
的
・
官
僚
的
統
治
機
構
の
形
骸
の
う
え
に
築
き
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
位
曾
酌
生
産
な
い
し
祉
合
的
生
活
白

第
七
十
七
巻

一
九
四

第
三
披

五
六

全
部
が
唯
一
の
中
央
樺
力
の
も
と
に
直
接
っ
た
が
り
、
ま
た
っ
た
が
っ
一
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
ゼ
は
左
い
。
唯
一
て
統

一
し
て
い
る
擢
力
白
支
配
を
全
日
の
末
端
ま
で
浸
透
古
せ
る
た
め
に
は
、
園
家
権
力
の
一
附
属
物
と
し
て
、
地
方
行
政
機
闘
を
批
舎
の
す

み
ず
み
ま
で
に
分
散
回
置
す
る
と
と
は
、
支
毘
を
よ
り
闇
滑
に
、
よ
り
巧
妙
に
お
こ
た
う
障
制
を
整
備
す
る
上
て
も
必
要
た
こ
と
て
あ

る
。
国
家
樺
力
の
不
一
町
依
田
一
構
成
部
分
と
し
て
つ
〈

b
れ
て
い
る
地
方
献
度
は
、
そ
の
擢
力
支
配
の
基
礎
に
あ
い
て
、
申
央
樺
力
の

そ
れ
と
同
一
で
あ
る
か
、
密
接
た
つ
な
が

U
が
あ
り
、
決
し
て
中
央
権
力
と
地
方
行
政
機
関
と
が
封
立
す
る
よ
う
在
住
質
の
も
の
で
は

た
い
。
だ
か

b
、
地
方
自
治
、
地
方
分
権
と
い
う
己
と
は
、
外
見
的
に
は
樗
胎
蔽
的
と
み
ら
れ
る
閣
家
樺
カ
が
も
っ
て
い
る
と
己
ろ
の

階
級
文
田
白
木
質
士
、
園
の
一
中
央
と
地
方
自
支
回
階
級
と
闘
民
(
地
方
住
民
)
の
聞
に
介
在
し
て
、
h

占
治
い
か
く
す
己
と
を
意
味
し
て

い
る
。
中
央
集
権
と
地
方
自
治
左
い
し
地
方
分
権
は
決
し
て
封
立
し
た
り
、
異
質
的
た
も
の
で
は
な
く
、
プ
ル
J
d

ョ
7
u
l
D
階
殺
支

国
を
基
礎
と
し
た
中
央
集
権
て
あ
り
、
地
方
自
治
て
あ
る
Q

し
た
が
っ
て
、
雨
者
は
階
絞
支
配
の
道
具
と
し
て
は
、

一
組
み
の
セ
ケ
ト

を
た
し
て
い
る
止
も
い
え
る
の
ぜ
あ
る
。

だ
か
ら
、
本
質
的
に
は
、
中
央
政
府
と
地
方
行
政
機
闘
が
、
図
政
事
務
、
委
任
事
務
、
固
有
事
務
と
H
う
風
に
、
そ
れ
ぞ
れ
白
園
式

的
左
機
能
に
謄
じ
て
相
協
力
し
て
仕
事
を
分
権
し
あ
う
と
い
う
も
の
て
も
ふ
な
け
れ
ば
、
ま
た
園
と
地
方
国
韓
と
の
聞
に
何
か
の
調
整
が

必
要
ぜ
あ
る
と
い
う
ベ
さ
も
の
で
も
た
い
。
と
こ
ろ
が
、
資
本
主
義
が
碕
占
段
階
に
遣
す
る
と
、
経
済
登
展
に
不
均
等
な
側
面
が
強
く



た
っ
て
く
る
し
、
資
本
と
野
働
L

し
の
樹
立
、
階
級
闘
争
も
激
し
く
た
っ
て
く
る
。
そ
の
結
果
、
全
園
の
産
業
・
金
融
の
支
配
網
は
、
濁

占
資
本
に
集
中
し
て
〈
る
。
濁
占
と
非
猪
占
恋
い
し
申
小
作
一
業
と
の
矛
盾
、
都
市
と
農
村
の
樹
立
、
地
方
財
政
D
図
家
財
政
へ
の
従
属

が
張
〈
た
っ
て
〈
る
。
モ
己
て
、
園
1r一
地
方
図
憶
と
の
ア

y
パ
y
ス
を
調
整
す
る
と
悼
う
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
る
工
う
に
な
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
経
済
の
集
中
化
と
並
行
す
る
上
う
在
調
整
は
不
可
能
て
あ
る
。
も
し
調
整
作
用
が
、
調
占
段
階
に
で
て
く
る
支
回
階
板
の

地
方
に
お
け
る
経
済
的
基
礎
・
生
産
関
係
の
矛
盾
中
危
機
を
一
時
的
に
も
解
決
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
な

b
ば
、
モ
れ
は
中
央
の
支

回
程
前
の
強
化
を
意
味
す
る
し
、
中
央
集
権
化
は
促
進
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
調
整
と
い
号
こ
と
は
、
中
央
集
樺
と
地

方
自
治
φ
協
力
障
制
の
樹
立
あ
る
い
刊
は
相
互
補
強
で
は
な
く
、
た
こ
の
足
の
よ
う
に
は
む
め
ぐ
ら
さ
れ
た
閣
の
地
方
支
配
の
網
を
再
編

成
あ
る
い
は
強
化
す
る
こ
と
左
白
て
あ
る
。

他
面
て
は
、
地
方
行
政
は
一
園
の
生
産
関
係
白
地
方
に
治
け
る
具
鯉
的
特
殊
的
た
あ
り
方
を
反
映
す
る
し
仁
い
よ
ソ
一
面
を
も
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
自
治
開
は
そ
の
面
て
は
、
地
方
住
民
の
要
求
を
反
映
せ
ざ
る
を
え
た
い
弱
駄
を
も
っ
て
い
る
。
担
制
占
費
本
と
園
民
大
衆
と
の
樹

立
が
盟
主

D
、
地
方
の
支
配
勢
力
の
勤
格
が
は
げ
し
ど
た
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
モ
白
面
が
大
会
」
〈
在
る
。
こ
の
こ
と
は
潤
占
費
本
白
地
方

支
配
を
内
部
か
ら
掘

P
〈
ず
す
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
て
園
田
地
方
支
阻
を
強
佑
し
、
地
方
住
民
の
一
抵
抗
を
お
さ
え
る
た
め
に
は
、
地
方

自
治
髄
が
自
ら
執
行
し
う
る
行
財
政
の
側
面
あ
る
い
は
地
方
住
民
が
自
治
聞
に
た
い
し
て
も
っ
て
い
る
種
々
左
権
利
を
、
ゼ
き
る
だ
け

統
制
す
る
必
要
に
迫

b
れ
る
の
ぜ
あ
る
。
こ
の
よ
う
念
場
令
清
現
象
的
、
部
分
的
に
は
、
固
と
地
方
自
治
韓
と
の
あ
い
だ
白
矛
盾
、
封

立
と
し
て
ゼ
て
く
る
己
と
も
あ
り
う
る
が
、
モ
れ
は
固
と
地
方
の
行
政
機
闘
を
支
配
し
て
h
る
諸
勢
力
と
園
民
(
地
方
住
民
〕
と
の
基

本
的
な
樹
立
の
深
ま
り
の
反
映
で
あ
り
、
地
方
自
治
慢
の
本
質
・
役
割
あ
る
い
は
地
方
酉
治
関
心
園
に
た
い
す
る
閥
係
が
挺
質
し
た
と

と
を
意
味
ナ
る
も
の
ゼ
は
た
い
。

地
方
自
治
の
慶
見
的
性
特
と
そ
の
本
質

第
七
十
七
省

一
九
五

第

鵠

五
ぺ二



地
方
自
治
申
廃
見
的
性
格
と
そ
の
本
質

第
七
十
士
巻

一
九
六

第

鵠

五

l' 

註ω
マ
ル
ク
ス
「
ル
イ
・
ポ
ナ
パ
ル
ト
の
プ
ル
ユ
見

T

ル
十
八
日
」
マ
ル
・
孟
ン
選
集
、
第
五
省
下
。
大
月
書
唐
院
、
一
一
一
九
四
瓦
。

ω
「
従
車
の
歌
合
国
の
連
合
檀

(
Eち
と
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
地
方
救
貧
委
員
曾
(
国

E
E
t
口
E
匹
目
与
を
新
た
に
設
け
、
こ
れ
に
救
貧
行

政
事
務
を
虚
理
さ
せ
る
と
共
に
、
そ
の
事
務
を
金
目
的
に
統
一

L
統
制
す
る
た
め
に
P

中
央
に
三
者
の
委
員
か

ι成
る
救
貧
監
督
腐
(
句
。
。
H
F
p
d司

g
E
t
a
F与
を
設
け
た
の
で
あ
る
」
(
長
世
間
政
審
「
地
方
自
拍
」
四

O
頁
。
)

ω
新
し
い
都
市
園
瞳
怯
の
同
容
を
簡
単
陀
列
挙
す
れ
ば
、
付
都
市
を
公
法
人
と
し
、
市
の
住
民
に
k
っ
て
謹
翠
せ

5
件
、
住
民
の
た
め
に
働
き
、
性

民
に
た
い
し
て
責
任
を
有
す
る
布
令
唱
と
し
て
、
市
を
遅
倍
L
、
代
表
さ
せ
る
。
伺
そ
の
市
に
三
カ
年
間
居
住
L
、
地
方
税
を
納
め
る
も
の
に
、
す
べ

て
政
治
上
担
主
び
宗
敬
上
目
差
別
な
〈
、
市
曾
議
員
選
器
構
を
奥
ぇ
、
震
頭
政
拍
制
を
打
破
し
た
。
品
開
市
官
議
員
の
任
期
を
三
カ
年
と
し
、
議
員
の

一一一分の一

E
六
カ
年
任
期
目
長
老
議
員
と
し
、
終
身
議
員
制
を
殴
止
.
同
市
曾
に
委
ね
b
れ
た
行
政
領
域
の
催
障
を
限
定
す
る
〔
詳
細
時
三
国
都

市
厨
瞳
の
財
産
の
公
共
性
を
明
確
に
し
た
。
六
市
東
員
の
任
用
を
市
曾
の
手
に
轄
す
。
帥
都
市
裁
判
官
の
任
問
躍
を
長
老
議
員
の
手
b
b
悶
王
の
任

命
移
ナ
。
約
毎
年
都
市
白
骨
計
を
検
査
す
る
。
例
都
市
白
起
債
、
市
有
財
産
白
血
方
は
中
央
政
府
り
監
督
制
度
を
設
け
、
大
蔵
省
の
承
認
を
求
め
ね

ば
な
ら
な
い
。
華
々
で
あ
る
。
(
藤
田
武
夫
「
全
訂
日
本
地
方
財
政
論
」
=
ニ

i
四
頁
参
照
)

三

、

プ

官

ν
タ

y
ア

I
ト

と

地

方

自

治

前
節
の
殺
遁
を
通
じ
て
、
い
わ
ゆ
る
近
代
的
地
方
向
治
た
る
も
の
が
、
費
本
の
擢
力
機
関
の
不
可
歓
の
一
構
成
部
分
と
し
て
の
階
級

的
本
質
を
台
h
d

い
か
く
す
抽
象
的
理
念
で
あ
る
こ
と
か
A

明
ら
一
か
に
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
た
め
の
地
方
自
治
、

地
方
制
度
段
、
営
然
の
己
と
な
が
ら
階
級
制
剖
立
の
一
方
の
枢
て
あ
る
プ
ロ

ν
グ
リ
ア

l
ト
お
よ
び
プ
ロ
レ
グ
リ
ア
革
命
と
根
本
的
な
敵

幅
削
関
係
を
も
っ
て
く
る
。

て
は
、
プ
ロ
レ
ダ
リ
ア

l
ト
に
と
っ
て
の
地
方
自
治
お
よ
び
地
方
制
度
に
封
ず
る
基
本
的
な
原
則
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
う
か
。



周
知
の
工
う
に
、
ェ

y
ゲ
ル
ス
は
マ
ル
ク
ス
と
同
じ
よ
う
に
、
プ
ロ
レ

F
リ
ブ
ー
ト
治
主
ぴ
プ
ロ

V
F
リ
ア
革
命
の
見
地
か
ら
、
民

主
主
義
的
一
叩
央
集
模
、
民
一
不
可
分
の
共
和
制
を
固
執
し
て
い
る
。
エ
ン
グ
ル
ス
は
、
一
八
九
一
年
「
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
草
築
批
判
一

の
「
政
治
的
諸
要
求
」
の
中
て
「
単
一
不
可
分
の
共
和
闘
」
の
基
本
原
則
を
う
ち
出
し
、
モ
白
間
接
的
暗
示
と
し
て
つ
ぎ
の
こ

ι主
要

求
し
て
い
る
。

「
普
通
選
皐
権
K
よ
っ
て
え
ら
ば
れ
た
官
吏
に
よ
る
川
、
郡
、
市
町
村
の
完
全
な
自
治
制
。
園
家
の
任
命
に
な
る
す
べ

τの
地
区
お
よ
び
州
に
官
聴
の
陵
止
。
」

こ
と
で
わ
れ
わ
れ
が
と
く
に
注
意
せ
ね
ぽ
な

b
な
い
重
要
な
己
と
は
、
営
時
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
念
進
主
義
者
の
あ
円
だ
に
非
常
に

庚
ま
っ
て

W
た
見
解

1
i連
邦
共
和
田
聞
か
、
か
な

b
ず
中
央
集
権
的
共
和
園
よ
り
以
上
に
自
由
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
見
解
に
劃
し
て
、

L

Y

F
ル
ス
は
、
そ
り
反
動
性
、
後
退
性
を
指
摘
し
つ
づ
、
統
一
的
な
中
央
集
権
と
地
方
自
治
の
問
題
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
吉
田
い
て
い
る
。

「
だ
か
ら
統
一
共
和
園
な
の
だ
。
し
か
し
そ
れ
は
、
こ
ん
陀
ち
の
フ
ラ
ン
ス
共
和
園
の
こ
と
で
は
ゑ
い
。
す
な
わ
ち
、

一
七
九
八
年

に
創
立
さ
れ
た
帝
圏
か
ら
皇
帝
を
と

U
さ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
共
和
園
の
こ
と
で
は
た
い
。

一
七
九
二
年
か
ら
一
七
九
八
年
ま
て
の
あ
い

ペ
フ
ラ
ン
ス
の
各
廊
、
各
市
町
村
は
、
ア
メ
リ
カ
の
模
範
に
し
た
が
っ
た
究
会
友
自
治
を
も
っ
て
い
た
。
そ
し
て
吾
々
も
ま
た
こ
れ

を
も
た
た
け
れ
ば
な
ら
一
中
な
い
の
子
あ
る
。
刊
に
の
工
う
に
し
て
自
治
制
を
も
、
つ
け
る
べ
き
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
し
て
官
僚
な
し
に
す

ま
さ
れ
る
か
は
、

7
メ
日
カ
と
フ
ラ
ン
ス
第
一
共
和
園
と
が
吾
え
に
静
明
し
て
く
れ
た
し
、
そ
し
て
こ
ん
に
ち
で
も
な
お
オ

l
ス
ト
ラ

F
ア
、
カ
ナ
ダ
、
そ
白
他
の
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
が
己
れ
を
智
朗
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
州
お
よ
び
市
町
村
の
自
治
は
、
た

と
え
ば
ス
イ
ス
白
蓮
邦
速
度
な
ど
に
く

b
wへ
て
ず
っ
と
自
由
で
あ
る
。
己
の
後
者
て
は
、
た
る
ほ
ど
州
は
同
盟
関
家
に
た
い
し
て
き
わ

め
て
濁
立
的
だ
が
、
牒
お
よ
び
市
町
村
に
た
い
し
て
も
同
様
ば
き
わ
め
士
潤
立
的
て
あ
る
。
州
政
府
は
牒
喜
一
官
や
知
事
を
任
命
し
て
い

る
が
、
こ
う
い
う
こ
と
は
イ
ギ
リ
ス
語
系
白
図
々
で
は
全
然
み
ら
れ
在
い
と
と
だ
し
、
五
口
々
も
将
来
は
プ
ロ
シ
ヤ
の
郡
長
平
勝
参
事
官

地
方
自
惜
の
時
且
的
性
格
と
そ
の
本
質

第
七
十
七
巻

一
九
七

第
二
一
蹴

五
九



第
七
十
七
巻

と
同
様
、
と
う
し
た
も
の
も
つ
つ
し
ん
で
ね
が
い
さ
げ
に
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
か
」
と
。

地
方
自
治
の
歴
且
的
性
格
と
そ
の
本
質

一
九
八

第
三
読

大
O

だ
か

b
、
ヱ
ン
グ
ル
ス
に
と
っ
て
は
、
中
央
集
擢
は
庚
汎
な
地
方
自
治
を
い
さ
さ
か
も
排
除
す
る
も
の
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
閏
治

は
「
諸
コ

Y

ミュ

y
」
最
よ
び
諸
地
方
に
よ
っ
て
岡
家
統
一
の
た
め
の
自
霊
的
た
防
衛
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
ぁ
b
ゆ
る
官
僚
主

義
、
上
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
「
指
揮
」
を
無
保
件
に
駆
一
読
す
る
も
白
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
プ
ロ

ν
F
H
7

ト
に
と
っ
て
は
、
官
僚

的

1
軍
事
的
園
家
機
闘
を
粉
砕
、
破
砕
し
、
モ
れ
に
代
え
る
に
、
下
か
ら
の
、
そ
の
場
て
の
ム
完
全
な
自
治
と
、
上
か

b
の
プ
ロ
レ

F
H

ア
ー
ト
の
直
接
的
権
力
、
そ
の
濁
裁
を
も
ワ
て
す
る
こ
と
で
あ
る
c

と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
右
に
述
べ
た
プ
ロ
レ
タ

H
7
1
f
に
と
っ
て
の
地
方
自
治
の
原
則
を
、
史
上
最
初
の
プ
ロ
レ
グ

F
ア
凋
裁

を
う
ち
た
て
た
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ

l
ン
の
経
験
の
中
に
検
詮
し
う
る
。

一
八
七
↓
年
三
月
一
八
日
、
。
ハ
リ
の
プ
ロ
V

グ
H
ア
l
ト
は
、
首
都
世
プ
ロ
シ
ヤ
に
う
ら
う
と
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
た
い
し
て

逢
起
し
、
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ

l
y
を
布
岩
し
た
。
己
れ
は
ま
さ
に
世
界
史
上
憂
一
初
の
プ
ロ

ν
グ
リ
ア
狽
裁
で
あ
っ
た
。
ヨ
ン
ミ
ュ

l
y

「
階
級
支
配
そ
れ
自
開
を
も
底
止
す
る
共
和
齢
」
の
「
現
一
貫
型
態
」
で
あ
っ
た
。

は

「
ヨ
ン
ミ
ュ

1
y
は
、
市
内
各
匝
て
の
普
遁
選
皐
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
市
合
議
員
か

b
な
り
た
ワ
て
い
た
。
彼
ら
は
蓮
華
民
に
た

い
し
て
責
任
を
お
い
、
短
期
聞
に
解
任
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
い
き
お
い
そ
の
議
員
の
大
部
分
は
、
努
働
者
、
ま
た
は
勢
働
者
階

級
の
承
認
し
た
代
表
者
て
あ
っ
た
。
」

ま
た
「
コ
シ
ミ
ユ
|
ン
は
議
舎
の
よ
う
た
圏
閣
で
は
な
〈

τ、
同
時
に
行
政
府
て
あ
り
立
法
府
て
あ
る
一
つ
の
行
動
慌
た
る
べ
き
も

の
で
あ
ワ
た
。
警
察
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
中
央
政
府
の
道
具
て
あ
る
こ
と
主
や
め
、
た
だ
ち
に
そ
の
政
治
的
性
質
を
う
ば
わ
れ
、
責

任
あ
る
、
い
ワ
て
も
解
任
で
き
る
コ

γ
ミュ

Y

の
道
具
に
か
わ
っ
た
。
行
政
府
の
そ
の
他
の
あ

b
ゆ
る
部
門
の
官
吏
も
同
様
て
あ
っ



主乙6)
u 

L こ
う
し
て
、
コ
ン
ミ
ュ

1

Y
は
常
備
軍
の
慶
止
、
官
僚
制
度
を
絶
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
に
民
主
的
託
制
度
の
基
礎
乞
提
供
し

た
の
ぞ
あ
る
。

「
と
ん
な
小
さ
な
閏
舎
の
村
て
も
=
ン
ミ
ュ

1
ン
が
そ
の
政
治
型
態
と

な
る
べ
き
こ
と
、
ま
た
農
村
地
方
て
は
常
備
軍
を
や
め
て
そ
の
か
わ
り
に
服
役
期
閣
の
ご
く
み
じ
か
い
園
民
共
を
お
く
べ
き
己
い
ど
が

さ
b
に
コ
ン
ミ
品

l
y
制
度
の
全
図
的
た
見
取
固
と
し
て
、

「
各
都
内
の
農
村
コ

Y
ミュ

Y
は
、
モ
の
中
心
都
市
に
お
け
る
代
表
者
曾
議
て
共
通
の
事
務
を
虞
理
し
、
さ
ら
に
こ
の
郡

の
舎
議
が
パ
リ
白
金
園
代
議
員
舎
に
代
議
員
を
治
く
る
己
と
」
に
な
っ
て
い
た
。
古
い
図
家
権
力
の
抑
座
的
た
諸
機
関
は
破
壊
さ
れ
た

が
、
主
営
危
機
能
は
吐
曾
の
責
任
あ
る
機
闘
の
手
に
、
コ
ン
ミ
ュ

1
ン
の
官
吏
、
巌
格
た
責
任
の
あ
る
官
吏
に
ひ
き
わ
た
さ
れ
る
は
ず

に
た
っ
て
い
た
。
ま
さ
に
園
長
の
統
一
位
破
壊
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
て
、
反
封
に
コ

y
ミュ

l
y
制
に
よ
ワ
て
組
織
さ
れ
る
べ

舎
で
あ
っ
た
。
プ
ロ

V

グ
リ
ブ
ー
ト
が
園
出
家
権
力
を
そ
の
手
に
に
ぎ
り
、
ま
っ
た
く
自
由
に
コ
ン
ミ
ュ

1
Y
制
を
組
織
し
、
コ
ン
ミ
ュ

1
y
活
動
を
統
一
し
て
ゆ
く
こ
と
、
こ
こ
に
民
主
的
中
央
集
権
と
地
方
自
治
と
を
、
少
し
も
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
存
在
さ
せ
る
こ
と
が

て
き
た
と
卓
唱
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

規
定
さ
れ
、

パ
リ
・
コ

Y

ミ品

1
ン
の
経
験
を
研
努
す
る
己
と
に
工
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
プ
ロ

V
F
リ
ア
l
ト
の
地
方
自
治
に
た
い
す
る
も
っ
と

も
原
則
的
左
態
度
、
プ
ロ
V

グ
リ
ア
地
方
自
治
の
本
質
と
形
態
を
質
問
す
る
己
と
が
で
さ
る
α

す
た
わ
ち
、
プ
ロ
レ
グ

H
ア
1
ト
に
と

っ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
タ
!
の
自
治
関
諸
制
度
を
園
家
機
関
と
封
置
さ
せ
る
こ
と
は
て
き
な
い
し
、
自
治
韓
は
そ
の
ま
L

て
は
決
し
て
プ
ロ

ν
F
F
7
1
ト
の
階
級
闘
争
の
機
関
陀
は
た
り
え
た
い
。
プ
ロ
レ
グ
リ
7
l
ト
の
閏
治
障
に
た
い
す
る
原
則
は
、
園
家
権
力
の
問
題
、

園
家
樺
力
の
襲
草
と
む
す
び
つ
け
な
け
れ
ば
無
意
味
た
も
の
に
一
な
る
し
、
プ
ロ

V

グ
リ
ア

1
ト
に
と
っ
て
、
自
治
憶
を
め
ぐ
る
諸
要
求

地
方
自
拍
の
歴
主
的
性
持
主
そ
の
本
質

第
七
十
七
巻

一
九
九

第
三
強

ノ、



地
方
自
拍
の
歴
且
的
性
格
と
そ
の
本
質

第
七
十
七
各

O 
O 

第

蹴

/、

は
、
闘
の
装
本
的
左
政
治
朕
勢
、
経
済
歎
勢
と
固
く
む
す
び
つ
い
て
い
る
か
ら
て
あ
る
。

に
も
拘
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
ず
ィ
ン
シ
ヤ
リ
ズ
ム
の
名
て
知
ら
れ
て
い
る
考
え
、
つ
ま
り
地
方
議
舎
で
プ
ロ
レ
グ

F
7
1
ト
の
代

表
が
多
数
を
し
め
、
こ
の
地
方
議
曾
が
中
心
に
た
ワ
て
、
中
央
の
権
力
に
反
封
し
、
プ
ロ
レ
グ
リ
ブ
ー
ト
の
諸
要
求
を
あ
る
程
度
は
地

方
的
に
賢
現
て
き
る
と
い
う
考
え
が
、
し
ば
し
ば
説
か
れ
て
い
る
。

こ
白
よ
う
な
考
え
が
、
買
は
、
プ
ロ

ν
F
リ
ア
l
ト
陀
、
闘
家
権
力
と
い
う
も
っ
と
も
肝
腎
な
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
、
士
た
プ
ロ
V

グ

リ
ア
l
ト
の
全
階
級
的
な
運
動
を
地
方
的
な
目
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
左
り
、
プ
ロ
レ
グ
リ
ア
地
方
自
治
の
理
念
を
思
想
的
に
武
装

解
除
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
か
ん
た
ん
に
プ
ロ
レ
グ
リ
ア

l
ト
の
地
方
自
治
腫
針
策
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
。

そ
の
中
て
、
プ
ロ
グ
イ
ン
シ
ヤ
U
J
ズ
ム
の
ま
ち
が
い
は
き
わ
め
て
明
白
な
か
た
ち
て
詮
期
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

v
l
一一Y
は
、
地
方
議
舎
の
選
皐
に
際
し
て
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
の
一
一
ワ
の
窯
、
ナ
ロ

l
F
=
キ
と
メ
ン
シ
エ
ず
ィ
キ
が
、

意
識
の
お
く
れ
た
濯
暴
民
大
裁
を
だ
ま
そ
う
と
し
て
同
じ
よ
う
た
大
げ
古
左
屋
文
付
、
汲
手
在
約
束
を
掲
げ
な
が

b
、
こ
の
公
約
堂
貿

現
す
る
た
め
白
、
現
賢
白
諸
僚
件
に
ワ
い
て
は
一
一
例
に
泌
献
し

τい
る
己
と
を
批
判
し
て
、
次
の
よ
う
に
の
ベ
て
い
る
υ

「
問
題
は
つ

ぎ
の
と
こ
ろ
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
種
類
の
あ
ら
ゆ
る
綱
領
が
、
こ
れ
ら
の
大
げ
さ
た
諸
改
革
の
す
べ
て
白
閏
録
が
、
も
し

資
本
白
支
配
と
い
う
、
き
び
し
い
、
モ
し
て
残
酷
な
諸
僚
件
を
わ
す
れ
る
た
b
ば
、
質
際
に
は
、
ま
っ
た
く
無
邪
策
な
『
敬
虚
な
願

室
』
か
、
あ
る
い
は
く
だ
ら
な
い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
治
家
に
よ
る
大
衆
欺
摘
を
あ

b
わ
す
空
虚
な
己
と
ば
て
し
か
た
い
の
で
あ
る
。

こ
白
綱
領
の
ま
っ
さ
空
に
、
改
革
の
諸
項
目
の
ま
ヲ
さ
き
に
、
改
革
を
貰
際
に
資
材
す
る
た
め
の
根
本
保
件
と
し
て
、
ワ
ぎ
山
三
一
ツ
の

決
定
的
た
諸
耕
が
か
か
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
b
な
い
。

(1) 

(
公
債
の
支
持
と
い
う
か
た
ち
を
と
る
と
他
の
か
た
ち
を
と
る
と
を
問
わ
ず
)
常
園
主
義
戦
宰
は
、
絶
封
に
支
持
し
な
い
。



(2) 

警資
祭木
主家
再政
建府
さは
せ需芭
ず謝
、に

金支
図持
民し
的た
友い
民。
兵
に

よ
っ
て
b 
き
フb，
え
る11)
0 

L. 

(3) す
な
わ
ち
、
警
察
と
常
備
軍
を
民
兵
に
沿
き
か
け
る
こ
と
は
、
営
時
(
一
九
一
七
年
)
の
革
命
般
勢
の
切
迫
し
た
時
期
に
沿
い
て
は
、

勤
務
者
の
た
め
に
た
る
自
治
植
の
諸
改
革
ー
を
成
功
的
に
お
こ
な
う
前
提
傑
件
て
あ
り
九
ま
た
他
の
二
つ
の
主
要
な
傑
件
は
、
自
治
開
綱

領
に
関
係
す
る
ば
か
り
て
な
く
、
闘
家
擢
力
会
櫨
に
関
係
す
る
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
自
治
惜
の
諸
改
革
は
、
モ
こ
で
園
の
全
般
的
な

政
治
状
勢
が
お
の
ず
か

b
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
カ
ン
グ
ヲ
ス
て
あ
る
に
す
ぎ
左
い
の
で
あ
る
。

註

・
ω
エ
シ
ザ
ル
ス
「
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
草
案
批
判
」
マ
ル
・
エ
ン
選
集
第
一
七
巻
下
大
月
害
賠
三
八
九

i
九
O
頁
。

ω
右

同

三

八

八

九

買

。

同
同
川
開
マ
ル
ク
ス
「
フ
ラ
ン
λ

に
お
け
る
内
飢
」
マ
ル
・
エ
ン
選
集
、
第
十
一
巻
下
、
大
月
版
三
二
人
頁
。

切
紛
右
同
三
ニ
八
頁
u

例
制
右
同
=
一
ニ
九
頁
。

川
山
己
の
よ
う
な
完
全
な
自
治
を
も
っ
地
方
制
度
の
う
え
に
き
づ
か
れ
る
民
主
的
中
央
集
植
に
引
い
て
は
、
現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
に
お
い
で
、
そ

の
質
例
を
b
O

る
乙
と
が
で
き
る
。
開
園
憲
法
第
二
障
に
は
衣
の
主
う
に
の
ベ
で
あ
る
。
「
中
華
人
民
共
和
国
の
す
べ
て
の
擢
力
は
、
人
民
に
あ
る
。

人
民
出
棺
力
会
行
使
す
る
描
闘
は
、
全
国
人
民
代
表
大
舎
と
地
方
各
組
人
民
代
表
大
官
で
あ
る
Q

全
国
人
民
代
表
大
官
、
地
方
各
紋
人
民
代
表
大
官

お
よ
び
そ
の
他
の
圏
一
部
構
闘
は
、
一
律
陀
民
主
集
中
制
。
佐
賀
行
す
る
」
と
。

こ
の
場
合
、
地
方
人
民
政
府
は
国
家
組
織
の
政
治
的
基
酷
で
あ
り
、
賢
汎
な
人
民
大
最
と
直
接
に
連
絡
し
て
い
る
人
民
主
権
機
関
で
あ
る
。
(
憲
法

第
瓦
六
、
五
八
、
五
丸
帳
参
照
)
そ
し
て
す
べ
て
の
地
方
人
民
政
府
は
中
央
人
民
政
府
民
集
中
し
、
民
主
的
な
中
央
草
植
制
が
確
立
し
て
い
る
。
と

の
よ
う
な
制
度
の
も
と
に
あ
っ
て
は
、
地
方
陣
府
と
中
央
政
府
と
の
聞
に
封
立
が
起
り
う
る
は
ず
仕
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
与
い
づ
れ
も
、
努
働

者
、
農
民
の
同
盟
主
主
力
と
す
る
困
民
大
離
の
植
力
機
闘
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

地
方
自
拍
の
歴
民
的
性
格
と
そ
の
本
質

第
七
十
七
巻

O 
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一
一
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鵠
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地

方

自

拍

の

塵

且

的

性

格

と

そ

の

本

質

六

回

宜
た
、

y
同
盟
で
の
地
方
自
治
田
原
則
は
、
「
地
方
域
住
民
の
政
治
へ
の
積
極
的
参
加
を
保
諮
L
、
地
方
の
政
治
が
地
方
住
民
の
利
益
に
奉
仕
L
、

と
の
両
者
が
相
互
闘
係
司
と
な
っ
て
住
民
自
積
極
性
が
ま
ず
ま
ず
た
か
ま
っ
て
い
く
射
に
あ
る
」
。
(
撲
内
誰
「
ツ
聯
邦
の
地
方
行
政
(
下
〕
「
地
方
自

惜
資
料
」
町
一

O
八
)
す
な
わ
b
、
ソ
同
盟
で
は
、
一
方
で
は
園
家
計
査
に
あ
ら
わ
?
に
中
央
集
擢
の
必
要
性
、
他
方
で
は
こ
の
計
量
へ
の
圭
人
民

の
参
加
を
保
謹
す
る
民
主
々
義
の
必
然
性
、
こ
の
雨
者
の
結
合
が
、
民
主
々
義
的
中
央
集
権
と
い
う
渦
自
の
中
夫
ー
と
地
方
と
の
閥
停
を
生
み
出
し
て

い
る
。
カ
ガ
ノ
グ
・
4

ヅ
チ
O
表
現
を
か
り
れ
ば
「
全
閤
家
擢
カ
は
全
世
と
し
て
自
治
と
な
り
、
地
方
自
治
は
図
家
楢
力
唱
と
な
っ
た
」

O
で
あ
る
。

側

レ

1
-
Y
仕
、
メ

γ
シ
エ
グ
a
q

キ
が
土
地
企
有
化
が
「
反
動
に
罰
す
る
防
壁
」
と
L
て
の
地
方
自
治
を
生
b
q

だ
す
と
い
う
意
凡
を
批
判
し
て
、

「
公
有
砧
位
、
中
央
の
民
主
々
輔
が
不
完
全
々
ま
ま
で
の
地
方
の
民
主
々
議

E
み
と
め
る
ζ

と
に
よ
ワ
七
も
、
階
扱
闘
争
を
に
ぶ
ら
せ
る
。
そ
れ
は

ま
た
、
『
自
治
瞳
位
曾
主
義
』
4

と
い
う
思
想
に
よ
り
て
も
、
階
粧
闘
争
を
に
ぷ

b
せ
る
L

と
の
べ
て
い
る
。
(
「
}
九

O
五

一

九

O
七
年
目
ロ
シ
ヤ

革
命
に
h
け
る
社
曾
民
主
誕
百
農
業
綱
領
」
、
全
集
一
三
巻
、
三
六
七
頁
、
大
月
害
賠
刊
)

叫

レ

1
=
ン
「
か
h
H
b

は
肝
腎
な
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
」
、
「
レ
l

ュ
ン
・
ス
グ
l

y
ン
、
革
命
的
議
官
主
義
」
世
官
書
房

第
七
十
七
巻

ニ
O
ニ

第

競

一
六
九

1
七
O
頁ぴ

四
、
む

す

ぴ

以
上
、
叙
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
地
方
自
治
は
、
抽
象
的
一
般
的
に
存
在
す
る
も
の
て
は
た
く
て
、
歴
史
的
具
鰻
的
内
容
を
も
つ
も

の
で
あ
る
。
そ
白
歴
史
的
具
髄
的
内
容
と
は
、
第
一
の
範
曜
は
プ
ル
ジ
ョ

7
民
主
主
義
運
動
の
産
物
と
し
て
の
近
代
的
地
方
自
治
で
あ

り
、
第
二
の
そ
れ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
に
代
る
プ
ロ
レ
グ
ロ
ア
民
主
主
義
の
生
物
と
し
て
の
、
新

L
H意
味
て
の
異
に
民
主
主
義

的
止
な
地
方
向
治
て
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
前
者
は
資
本
の
奇
能
に
よ
づ
て
規
定
さ
れ
た
地
方
に
お
け
る
具
韓
的
な
階
級
編
成
と
、
園
家
集
中
に
よ
っ
て
全
閣
の
す

み
ず
み
に
全
て
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
地
方
に
沿
け
る
政
治
的
、
経
済
的
支
配
を
賀
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
央
集
権
と
地
方
自
治

1
地



方
分
権
を
封
立
的
に
扱
っ
て
、
中
央
政
府
の
機
能
は
こ
れ
、
地
方
図
躍
白
機
能
は
あ
れ
と
、

7
・
プ
リ
オ
リ
に
分
類
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
園
出
家
機
関
と
地
方
圏
慨
は
、
と
も
に
そ
の
基
礎
を
資
本
の
全
能
と
要
求
に
お
い
て
b
り
、
と
も
に
資
本
の
た
め
の
権
力
と
し

τ被

支
配
階
級
と
封
立
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
階
級
針
立
の
具
偲
的
展
開
が
、
中
央
集
権
を
必
然
的
に
強
化
し
、
モ
れ
を
お
お
い
か
く
す
ず

ェ
ル
と
し
て
地
方
介
模
H
H
民
主
主
、
誌
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
歴
史
上
、
つ
ね
に
樺
力
の
具
健
的
俊
越
性
を
背
後
に
か
く
し
な
が

ら
、
地
方
自
治
の
拍
象
性
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
が
、
モ
こ
に
い
わ
ゆ
る
「
地
方
自
治
」
の
階
級
性
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
た
い
し
て
後
者
は
、
資
本
主
義
的
中
央
集
権
を
う
ち
た
治
す
己
と
に
よ
っ
て
買
現
し
た
。
全
圏
し
た
が
ヲ

τ全
地
方
人
民
の
意

志
と
要
求
を
寅
現
す
る
徹
底
し
た
中
央
集
穣
と
地
方
位
民
の
民
主
主
義
と
自
治
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
根
本
的
に
射

立
す
る
の
は
中
央
集
棋
と
地
方
自
治
て
は
左
〈
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
中
央
集
権
ー
ー
モ
の
一
環
と
し
て
の
地
方
自
治
と
、
人
民
の
た
め
の

新
ら
し
い
意
味
て
の
民
主
的
中
央
集
権

1
地
方
自
治
て
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
近
代
的
地
方
自
治
の
成
立
過
程
と
そ
の
木
質
を
明
ら
か
陀
ず
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
モ
れ
が
、
q

フ
ロ
レ
グ
リ
ア
地

方
自
治
陀
付
開
化
し
て
ゆ
く
こ
と
を
み
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
地
方
自
治
の
歴
史
性
と
階
級
性
を
究
明
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
地
方

行
政
機
関
の
本
質
と
佼
凱
も
明
白
に
な
っ
て
き
た
。
か
く
し
て
わ
れ
わ
れ
は
地
方
財
政
論
が
任
務
と
す
る
、
資
本
王
義
の
殻
展
段
階
に

照
臆
す
る
園
民
経
済
の
地
方
に
沿
け
る
生
産
関
係
の
総
開
と
、
そ
の
上
部
構
誼
と
し
て
の
園
家
権
力
の
末
端
的
行
政
機
関
を
中
心
と
ナ

る
地
方
の
支
配
機
構
を
と
沿
し
て
お
こ
る
経
済
問
題
の
分
析
を
科
率
的
に
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
と
己
に
、
地
方
財
政
論
の
基
礎
概
念

と
し
て
の
地
方
自
治
を
問
題
に
し
た
意
義
と
理
由
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

地
方
自
治
の
歴
史
的
性
格
ー
と
そ
の
本
質

第
七
十
七
巻

O 

第

鵠
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